






24 【半直線のなす角】

点  ，  ，  に対して，半直線から半直線までの回転角を求めよ。た

だし，とする。

25 【点 が一直線上、垂直になるときの実部の値】

複素数平面上に点  ，  ，  がある。次の条件を満たすように，

実数の値を定めよ。

　直線，が垂直に交わるように，の値を定めよ。

　点，，が一直線上にあるように，の値を定めよ。

26 【等式から三角形の形状決定】

点  ，  ，  を頂点とする△について，等式  が成り立つとき，次の

ものを求めよ。

　複素数
 

 
の値

　のつの角の大きさ

27 【三角形の形状】

点    ，    ，    を頂点とするはどのような三角形か。
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